
５.空間図形の複合問題 （長さ・面積・体積・角度ほか）【2009年度出題】 

 

【問 1】 

太郎君，花子さん，次郎君は数学の授業で三角定規を組み合わせ

て問題づくりをした。 

次の問１～問３に答えなさい。 

（青森県 2009年度） 

問１ 太郎君は，図 1 のように 1 組の三角定規を重ねた。斜線部の

面積を求めなさい。 

問２ 花子さんは，図２のように 60°の角をもつ同じ大きさの三角定

規 2 枚を重ねた。△CDF と△EBF が合同になることを証明

しなさい。 

問３ 次郎君は，図３のように 45°の角をもつ同じ大きさの三角定規

3 枚で，三角すいを机の上に組み立てた。この三角すいの体

積を求めなさい。ただし，三角定規の厚さは考えないものとす

る。 

 

図 1 

 

図２ 

 

図３ 

 

 



解答欄 

 

問１ cm2 

問２ 

証明 

問３ cm3 

 

 

解答 

問１ 
2

49
cm2 

問２ 

証明 

△CDF と△EBFで 

∠DCF＝∠BEF＝90°…① 

∠CDF＝∠EBF＝60°…② 

仮定より 

AD＝AB，AC＝AE 

また CD＝AD－AC，EB＝AB－AE 

よって 

CD＝EB…③ 

①②③より 

1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので 

△CDF≡△EBF 

問３ 
3

264
cm3 

解説 

問３ 

直角二等辺三角形の等しい 2辺の長さは
2

8
＝ 24 cm 

三角すいの体積は
3

1
×
2

1
× 24 × 24 × 24 ＝

3

264
cm3 

 



【問 2】 

図は，OA＝OB＝OC＝5cm，AB＝6cm，AC＝BC＝ 23 cm の

四面体 OABCです。また，点Mは，辺 ABの中点です。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（岩手県 2009年度） 

問１ 線分 OMの長さを求めなさい。 

問２ ∠OMCの大きさを求めなさい。 

問３ 辺 OC上を動く点 Pがあります。△PABの面積が最も小さくなるとき，その面積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ 度 

問３ cm2 

 

 

解答 

問１ 4cm 

問２ 90度 

問３ 
5

36
cm2 

解説 

問３ 

△PABの底辺を AB とすると高さ PMが最小のとき△PABの面積も最小になる。 

よってMから OCに垂線をひいたときの交点が P となる。 

このとき∠OMC＝∠MPC＝90°，∠OCM＝∠MCP より 

2組の角が等しいので 

△OMC∽△MPC 

OM：MP＝OC：MC 

4：MP＝5：3 MP＝
5

12
cm 

よって△PAB＝
2

1
×6×

5

12
＝

5

36
cm2 

 



【問 3】 

健さんは，図 1 のような 1 辺の長さが 6cm の立方体の形をした容器 ABCD－

EFGH を使って，水の体積を調べてみることにした。次の間いに答えなさい。ただし，

容器の厚さは考えないものとする。 

（山形県 2009年度） 

(1) 健さんが，図 1 の容器に水を入れて密閉し，傾けたところ，図 2 のように水面

は△AFHになった。このときの水の体積を求めなさい。 

(2) 次に，健さんは，水の入った図 2の容器を，面EFGHが底になるように水平な

台に置いた。このとき，面 EFGHから水面までの高さを求めなさい。 

 

図 1 

 

図 2 

 

解答欄 

 

(1) cm3 

(2) cm 

 

 

解答 

(1) 36cm3 

(2) 1cm 

解説 

(1) 

求める体積は 

三角すい A－EHFの体積だから 

3

1
×
2

1
×6×6×6＝36 cm3 

(2) 

面 EFGHからの水面の高さを h cm とする。 

6×6×h＝36 h＝1 cm 

 



【問 4】 

図 1は，トイレットペーパーのように，円柱の形をした芯に一定の厚さのうすい紙を

すき間なく巻いたロール紙であり，色のついた部分を底面とする。1つの底面の面積

を底面積とすると，巻いてある紙の長さはロール紙の底面積に比例する。図 2 は，こ

のロール紙の底面を示したものであり，内側の円の半径が 3cm，外側の円の半径が

8cmである。 

（福島県 2009年度） 

(1) このロール紙の底面積を求めなさい。 

(2) このロール紙を，底面の外側の円の半径が 6cmになるまで使った。図 3は，

使った後のロール紙の底面を示したものである。このとき，使った紙の長さ

と，残っている紙の長さを比べると，どのようなことが言えるか。次のア～ウの

中から正しいものを 1つ選び，記号で答えなさい。また，選んだ理由を説明し

なさい。 

ア 使った紙のほうが長い。 

イ 残っている紙のほうが長い。 

ウ 使った紙と残っている紙の長さは等しい。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

解答欄 

 

(1) cm2 

(2) 

記号〔    〕 

理由 

 

 
 



解答 

(1) 55π cm2 

(2) 

記号 ア 

理由 

巻いてある紙の長さはロール紙の底面積に比例するので 

底面積が大きいほど巻いてある紙の長さが長い。 

使った後のロール紙の底面積は 

π×62－π×32＝27π cm2 

使う前のロール紙の底面積は 55π cm2であるので 

使った部分の底面積は 

55π－27π＝28π cm2 

使った部分の底面積が使った後のロール紙の底面積より大きいので使った紙のほうが長い。 

 



【問 5】 

図 1 のような，辺 AD と辺 BC が平行で，AB＝6cm，

BC＝12cm，CD＝6cm，DA＝6cmの四角形 ABCDを

底面とし，高さが 4cmの四角柱がある。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（福島県 2009年度） 

問１ 点 A から辺 BC にひいた垂線と BC との交点を

I とするとき，線分 AIの長さを求めなさい。 

問２ 図 2 のように，この四角柱の辺 BC，FG 上にそ

れぞれ点 J，K を，BJ：JC＝2：1，FK：KG＝2：

1となるようにとる。Dを頂点とし四角形 JKGCを

底面とする四角すいの体積を Vcm3とする。 

(1) Vを求めなさい。 

(2) 線分 DK上に点 Pをとる。Pを頂点とし，四角形 EFGHを底面とする四角すいの体積が，Vの
4

3
倍とな

るとき，線分 PKの長さを求めなさい。 

 

図 1 

 

図 2 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ 

(1) cm3 

(2) cm 

 

 
 



解答 

問１ 33 cm 

問２ 

(1) 316 cm3 

(2) 
3

112
cm 

解説 

問１ 

BI＝(12－6)÷2＝3cm 

△ABIで 

三平方の定理より AI＝ 22 36 － ＝ 33 cm 

問２ 

(1) 

Dから BCに垂線 DLをひく。 

DL＝AI＝ 33 cm 

よって V＝
3

1
×四角形 JKGC×DL＝

3

1
× 








4

3

12
× × 33 ＝ 316 cm3 

(2) 

Pから HKに垂線 PQをひく。 

体積の関係より 

3

1
× 








2333

2

1
336 ×××＋× ×PQ＝

4

3
× 316  

PQ＝
3

4
cm 

JL＝4－3＝1cm 

△DLJにおいて 

三平方の定理より DJ＝ ( ) 22
133 ＋ ＝ 72 cm 

△DJKにおいて 

三平方の定理より DK＝ ( ) 22
472 ＋ ＝ 112 cm 

△KDHにおいて 

PQ∥DH より 

PK：DK＝PQ：DH 

PK： 112 ＝
3

4
：4 

PK＝
3

112
cm 

 



【問 6】 

図のように，1辺が 4 cmの正三角形を底面とし，側面がすべて正方形

である三角柱 ABCDEF がある。辺 AC の中点を G とし，線分 EGの中

点をH とする。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（茨城県 2009年度） 

問１ 三角柱 ABCDEFの体積を求めなさい。 

問２ 線分 DHの長さを求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

 

 

 



解答 

問１ 316 cm3 

問２ 11 cm 

解説 

問１ 

B と Gを結ぶ。 

△ABCは 1辺が 4cmの正三角形だから 

AG＝CG＝2，∠BGA=90°，BG＝ 3  AG＝ 32 cm 

よって求める体積は
2

1
×4× 32 ×4＝ 316 cm3 

問２ 

△BGDで 

三平方の定理より GE＝ 22 4)32( ＋ ＝ 72 cm 

EH=GH＝ 7 cm 

△ADGで 

三平方の定理より DG＝ 22 42 ＋ ＝ 52 cm 

Dから EGに垂線 DKをひく。 

EK＝x cm とすると GK＝ 72 －x cm 

三平方の定理を利用して 

42－x2＝( 52 )2－( 72 －x)2 

これを解いて 

x＝
7

76
cm 

よってDK2＝
2

2

7

76
4 








－ ＝

7

76
 

KH＝
7

7

7

76
7 ＝－ cm 

DH2＝DK2＋KH2＝
7

1

7

76
＋ ＝11 

よって DH＝ 11 cm 

 



【問 7】 

図のような，底面の半径が 3cm，高さが 6cm の円柱がある。AB は母線，

BCは底面の直径である。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

（栃木県 2009年度） 

(1) ACの長さを求めなさい。 

(2) △ABC の面積が，△ABD の面積の 2 倍になるように，点 D を底面の円周上にとる。このとき，三角錐 

ABCDの体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 26 cm 

(2) 39 cm3 

解説 

(1) 

△ABCで 

BC＝3×2＝6cm，AB＝6cm，∠ABC＝90°より 

AC＝ 2 BC＝ 26 cm 

(2) 

△ABC と△ABDは底辺 ABが共通で高さはそれぞれ BC，BD と考えられるから 

BC：BD＝△ABC：△ABD 

6：BD＝2：1 

BD＝3cm 

BCは直径だから∠BDC＝90° 

よって△BCDにおいて 

三平方の定理より CD＝ 22 36 － ＝ 27 ＝ 33 cm 

したがって三角錐 ABCDの体積は
3

1
×△BCD×6＝

3

1
×
2

1
×3× 33 ×6＝ 39 cm3 

 



【問 8】 

図Ⅰは，各辺の長さがすべて等しい正四角すい ABCDEである。 

次の問１，問２に答えなさい。 

（群馬県 2009年度） 

問１ 図Ⅱは，正四角すい ABCDE の展開図の 1 つである。正四角す

い ABCDE の展開図は，回転したり，裏返したりして重なり合うも

のを 1つと数えると，全部で 8つかくことができる。 

解答用紙の例にならって，正四角すい ABCDE の展開図を，図

Ⅱや例で示したもの以外に 3つかきなさい。ただし，コンパスや定

規を用いる必要はない。 

問２ 正四角すい ABCDE の 1 辺の長さを 2 cm とし，辺 BC，DE の

中点をそれぞれM，N とする。辺 AC上に点 P，辺 AD上に点Q

を，3 つの線分 MP，PQ，QN の長さの和が最小となるようにとる

とき， 

(1) 3つの線分MP，PQ，QNの長さの和を求めなさい。 

(2) 点 C，D，N，M，P，Qの 6点を頂点とする立体の体積を求めなさい。 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

解答欄 

 

問１ 

 

問２ 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 
 



解答 

問１ 

 
問２ 

(1) 3cm 

(2) 
12

25
cm3 

解説 

問２ 

(1) 

側面の三角形は合同な正三角形だから 

△ABC，△ACD，△ADEを左から順に 

AC，ADでくっつけて展開図の一部をかくと 

∠BAC＋∠CAD＋∠DAE＝60°×3＝180°より 

BAEは直線になり台形 BCDEができる。 

M，Nはそれぞれ BC，EDの中点だから BM：MC＝EN：ND 

よって BE∥MN∥CD MP＋PQ＋QNが最小となるとき 

P，QはそれぞれMN と AC，MN と ADの交点になる。 

△ABCにおいて PM∥ABだから 

PM：AB＝CM：CB 

PM：2＝1：2 

PM＝1cm 

同様に PQ＝QN＝1cm 

よってMP＋PQ＋QN＝3cm 

(2) 

△ACDにおいて P，Qから CDに垂線 PK，垂線 QHをひく。 

KH＝PQ＝1cmだから 

CK＝DH＝(2－1)÷2＝
2

1
cm 

同様に P，QからMNに垂線 PI，QJをひく。 

MI＝NJ＝
2

1
cm 

△PKIは IK＝1 cm，PK＝PI＝ CK3 ＝
2

3
cmの二等辺三角形だから 

Pから IKに垂線 PR をひくと RK＝
2

1
cm，PK＝

2

3
cmだから 

PR＝
22

2

1

2

3
















－ ＝

2

2
cm 

よって求める体積は 

四角すい P－MCKI＋三角柱 PKI－QHJ＋四角すい Q－NDHJ 

＝
3

1
×
2

1
×1×

2

2
＋
2

1
×1×

2

2
×1＋

3

1
×
2

1
×1×

2

2
 

＝
12

2
＋

4

2
＋

12

2
＝

12

25
cm3 

 



【問 9】 

図 1に示した立体A－BCDは，AD＝BD＝CD＝6cm，∠ADB＝∠

ADC＝∠BDC＝90°の三角すいである。点 E は辺 ADの中点である。

点 P，点 Q は，それぞれ辺 AB，辺 AC 上にある点で，AP＝AQ であ

る。点 E と点 P，点 E と点 Q，点 P と点 Qをそれぞれ結ぶ。 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2009年度） 

問１．PE∥BD となるとき，線分 PQ の長さは何 cm か。ただし，答え

に根号が含まれるときは，根号を付けたままで表せ。 

問２．図 2 は，図 1 において，AP：PB＝2：1 となるとき，点 P と頂点

C，点 P と頂点 D をそれぞれ結んだ場合を表している。立体 P

－CQEDの体積は何 cm3か。 

 

図 1 

 

図 2 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 23 cm 

問２ 16cm3 

解説 

問１ 

△ABCの AB，AC，BCはそれぞれ△ADB，△ADC，△BDCの斜辺なので 

AB＝AC＝BC＝ 26 cm 

PE∥BDのとき 

AE：ED＝AP：PB＝1：1 

AP＝AQ，AB＝AC より AP：AB＝AQ：AC＝1：2 

よって中点連結定理より PQ＝
2

1
BC＝

2

1
× 26 ＝ 23 cm 

問２ 

角すいの体積は
3

1
×底面積×高さより 

高さの等しい角すいの体積は底面積に比例する。 

三角すい C－APD と三角すい C－BPDの高さは等しいので 

その体積比は底面の△PAD と△PBDの比になる。 

三角すい C－APD：三角すい C－BPD＝△PAD：△PBD＝AP：BP＝2：1 

三角すい C－APD＝
3

2
三角すい C－ABD 

同様に 

四角すい P－CQED：三角すい P－AEQ 

＝四角形CQED：△AEQ 

＝(△CED＋△ECQ)：△AEQ 

＝ 







ACD

3

1

2

1
ACD

2

1
△×＋△ ：

2

1
×
3

2
△ACD 

＝
6

4
：
3

1
 

＝2：1 

よって四角すい P－CQED＝
3

2
(三角すい P－ACD) 

＝
3

2
(三角すい C－APD) 

＝
3

2
×
3

2
(三角すい C－ABD) 

＝
3

2
×
3

2
× 








666

2

1

3

1
×××× ＝16cm3 

 



【問 10】 

図は，AB＝6cm，∠ABC＝60°，∠ACB＝90°の直角三角形ABCを底

面とする三角柱の展開図であり，四角形 ADEF は正方形である。また，点

G は線分 DE の中点である。このとき，この展開図を点線で折り曲げてでき

る三角柱について，次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2009年度） 

問１ この三角柱の体積を求めなさい。 

問２ この三角柱において，2点 C，G間の距離を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

 

 

解答 

問１ 327 cm3 

問２ 53 cm 

解説 

問１ 

△ABCは∠B＝60°の直角三角形だから 

三平方の定理より BC＝
2

1
AB＝3cm，AC＝ 3 BC＝ 33 cm 

また四角形 ADEFは正方形より AD＝AF＝AB＝6cm 

よって三角柱の体積は
2

1
×3× 33 ×6＝ 327 cm3 

問２ 

三角柱において 

△ABC と合同な底面を△DHI とすると点 Gは DHの中点と一致する。 

よって GH＝
2

1
×6＝3cm 

△GHIは GH＝IH＝3cm，∠H＝60°だから正三角形だとわかる。 

よって GI＝3cm 

△CGIにおいて 

∠CIG＝90°だから 

CG＝ 22 36 ＋ ＝ 45 ＝ 53 cm 

 



【問 11】 

図のように，底面の半径が 2cm，高さが 4cm の円柱があり，2 つの底面の中心を，

それぞれ O，Oとする。底面Oの円周上に，∠AOB＝120°となる点 A，Bをとる。

また，点 P は，底面 O の円周上を，矢印の向きに一周する点である。このとき，次の

問１～問３に答えなさい。 

（新潟県 2009年度） 

問１ この円柱の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。 

問２ 線分 ABの長さを求めなさい。 

問３ 3点 P，A，Bを結んでできる△PABの面積が最も大きくなるとき，その面積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

問３ cm2 

 

 
 



解答 

問１ 16πcm3 

問２ 32 cm 

問３ 35 cm2 

解説 

問１ 

円柱の体積は底面積×高さより 

π×22×4＝16π cm3 

問２ 

OA＝OB より∠AOBの二等分線をひき AB との交点を H とすると 

AH＝BH，OH⊥AB 

∠AOH＝120°÷2＝60°より 

△OAHは 60°，30°の角をもつ直角三角形だから 

OA：AH＝2： 3  

OA＝2cm より，AH＝ 3 cm 

よって AB＝ 32 cm 

問３ 

点 P と線分 AB との距離が最も離れるのは 

線分 ABに平行な直線が円 O と接する点のうち遠い方となる。 

このときHOの延長線と円Oとの交点を K とすると 

PK⊥HKで PHが△PABの高さとなる。 

PK＝4cm 

HK＝
2

2
＋2＝3cm より 

三平方の定理を利用して PH＝ 22 34 ＋ ＝5cm 

よって△PAB＝
2

1
× 32 ×5＝ 35 cm2 

 



【問 12】 

図 1は，すべての辺の長さが 8cmの正四角錐であり，図 2はその展開

図である。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（石川県 2009年度） 

問１ 図 2の展開図を組み立てたとき，点 B と重なる点をア～エの記号

で答えなさい。 

問２ 図 1の正四角錐の体積を求めなさい。 

問３ 図 3のように，辺 OA，ODの中点をそれぞれ E，F とする。このと

き，四角形 EBCF の面積を求めなさい。なお，途中の計算も書く

こと。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

解答欄 

 

問１  

問２ cm3 

問３ 

計算 

 

 

 



解答 

問１ ウ 

問２ 
3

2256
cm3 

問３ 

EF＝4，BC＝8 

点 Eから辺 BCにひいた垂線の長さは 112 であることから 

四角形 EBCFの面積は 1112  

答 1112 cm2 

解説 

問２ 

立体 OABCDは正四角錐なので 

Oから底面の正方形 ABCDに垂線 OKをひくと 

Kは正方形 ABCDの対角線の交点と一致する。 

正方形の 1辺は 8cmだから AC＝ 28 cm，AK＝
2

28
＝ 24 cm 

△OAKで 

三平方の定理より OK＝ 22 )2(48 － ＝ 24 cm 

よって正四角錐の体積は
3

1
×82× 24 ＝

3

2256
cm3 

問３ 

△OADにおいて 

OE＝EA，OF＝FD より 

中点連結定理から EF∥AD，EF＝
2

1
AD＝4cm 

△OABは正三角形だから 

OE＝EA より∠BEA＝90° 

また∠BAE＝60°だから BE＝ 3 AE＝ 34 cm 

Eから BCに垂線 EHをひくと BH＝(8－4)÷2＝2cm 

△EBHで 

三平方の定理より EH＝ 22 2)34( － ＝ 112 cm 

よって四角形 EBCFの面積は
2

1
×8× 112 ＋

2

1
×4× 112 ＝ 1112 cm2 

 



【問 13】 

図は，直方体 ABCD－EFGH に 4 本の対角線

をひいたもので，この 4 本の対角線は 1 点 P で交

わっている。 

AB＝12cm，AD＝6cm，AE＝4cm とするとき，

次の問１～問３に答えなさい。 

（山梨県 2009年度） 

問１ 対角線 AGの長さを求めなさい。 

問２ △AEGにおいて，AGを底辺としたときの高さを求めなさい。 

問３ この直方体は，各面を底面とし，点 P を頂点とする四角すいが 6 個集まったものとみることができる。これら

の四角すいのうち，長方形 EFGH を底面とし，点 P を頂点とする四角すいについて，次の(1)，(2)に答え

なさい。 

(1) この四角すいの表面積を求めなさい。 

(2) この四角すいの体積と直方体 ABCD－EFGHの体積の比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ 

(1) cm2 

(2) 四角すいの体積：直方体の体積       ： 

 

 

 



解答 

問１ 14cm 

問２ 5
7

12
cm 

問３ 

(1) ( 1312 ＋ 1012 ＋72)cm2 

(2) 四角すいの体積：直方体の体積=1：6 

解説 

問２ 

EG＝ 22 126 ＋ ＝ 56 cm 

よって△AEG＝
2

1
× 56 ×4＝ 512 cm2 

△AEGにおいて AGを底辺としたときの高さを h cm とすると 

2

1
×14×h＝ 512 より 

h＝
7

512
cm 

問３ 

(1) 

PE＝PF＝PG＝PH＝
2

AG
＝

2

14
＝7cm 

△PEFにおいて∠EPFの二等分線と EFの交点をM とすると PM⊥EF，EM＝FM＝
2

12
＝6cm 

よって PM＝ 22 67 － ＝ 13  

△PEF＝
2

1
×12× 13 ＝ 136 cm2 

同様に∠FPGの二等分線と FGの交点を N とすると 

FN＝
2

6
＝3cm，FN＝ 72 －32＝ 102 cm 

△PFG＝
2

1
×6× 102 ＝ 106  

△PEF＝△PGH，△PEH＝△PFG だから 

四角すいの表面積は 2× 136 ＋2× 106 ＋6×12＝ 1312 ＋ 1012 ＋72cm2 

(2) 

Pから EGに垂線 PK をひくと 

PK∥CG より 

PK：CG＝EP：EC＝1：2 

CG＝4cm より PK＝2cm 

長方形 EFGHの面積を S cm2とすると 

四角すいの体積は
3

1
×S×2＝

3

2
S 

直方体の体積は S×4＝4S 

よって四角すいの体積：直方体の体積＝
3

2
S：4S＝1：6 

 



【問 14】 

図は，4 つの面が直角三角形である三角錐の展開図であ

る。AC＝DF＝5cm，CF＝6cmである。 

（長野県 2009年度） 

(1) この展開図を点対称な図形とみたとき，対称の中心か

ら頂点 D までの距離を求めなさい。 

(2) この展開図をもとに，三角錐をつくる。この三角錐の体積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 34  

(2) 25 

解説 

(1) 

点対称の中心は CFの中点になる。 

この点を O とすると FO＝
2

6
＝3cm 

△DOFで三平方の定理より OD＝ 22 53 ＋ ＝ 34 cm 

(2) 

展開図を組み立てると底面を△CDF とする高さが ACの三角錐になるので 

体積は
3

1
×
2

1
×6×5×5＝25cm3 

 



【問 15】 

図 3の容器は，△ABCを 1つの底面とする三角柱の形をしている。図 3に

おいて，AB＝AC＝10cm，BC＝16cm，AD＝8cm であり，側面はすべて長

方形である。 

このとき，次の問１，問２に答えなさい。ただし，容器の厚さは考えないものと

する。 

（静岡県 2009年度） 

問１ 辺 AB とねじれの位置にある辺はどれか。すべて答えなさい。 

問２ 図 3 の容器を水平な台の上に置き，図 4 のように，水の深さが 4 cm

になるまで静かに水を入れて密封した。水の入ったこの容器を，図 5

のように，面 BEFC が下になるように水平な台の上に静かに置き直し

た。図 5の面 ABCにおいて，線分 AGは頂点 Aから辺 BCにひい

た垂線であり，点 H は線分 AG と水面の位置を表す線分との交点で

ある。 

(1) 線分 AGの長さを求めなさい。 

(2) 線分 AHの長さを求めなさい。 

 

図 3 

 

図 4 

 

図 5 

 

解答欄 

 

問１  

問２ 

(1) cm 

(2) cm 

 

 
 



解答 

問１ 辺 CF，辺 DF，辺 EF 

問２ 

(1) 6 

(2) 3 2  

解説 

問２ 

（１） 

△ABCは AB＝AC＝10cmの二等辺三角形だから 

Aから BCに垂線 AG をひくと BG＝CG＝
2

BC
＝

2

16
＝8cm 

△ABGにおいて 

三平方の定理より AG＝ 22 BGAB － ＝ 22 810 － ＝ 36 ＝6cm 

（２） 

△ABCにおいて Hを通り BCに平行な直線が AB，AC と交わる点をそれぞれ P，Q とおく。 

AH＝x cm とおくと 

PH∥BG より 

PH：BG＝AH：AG 

PH：8＝x：6 

PH＝
3

4
x 

よって水の入っていない部分の体積は 

△APQ×AD＝
2

1
×PQ×AH×AD＝

2

1
× 








2

3

4
×x ×x×8＝

3

32
x2 cm3 

また水の入っていない部分の体積は 

△DEF×(8－4)＝△ABC×4＝
2

1
×BC×AG×4＝

2

1
×16×6×4＝192cm3 だから 

3

32
x2＝192 

x2＝18 

x＞0 より 

x＝ 23 cm 

 



【問 16】 

図Ⅰは，長方形ABCDに円すいの展開図をかいたものである。円すいの側面はA

を中心とする半径 AD，中心角 90°のおうぎ形で，底面である円 O は，辺 DC，BC

とおうぎ形の弧に接している。図Ⅱは，図Ⅰの展開図の部分を組み立ててできる円す

いで，線分 EFは円 Oの直径，P，Qはそれぞれ線分 AE，AF上の点である。 

AB＝15cm，AP＝7cm，AQ＝ 23 cmのとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

（愛知県 2009年度 Ａ） 

(1) 図Ⅱの円すいの体積は何 cm3か。 

(2) 図Ⅱの円すいの側面に，点 P から点 Q まで糸をかける。糸の長さが最も短く

なるようにするとき，その糸の長さは何 cmか。 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

解答欄 

 

(1) cm3 

(2) cm 

 

 
 



解答 

(1) 159 π cm3 

(2) 5cm 

解説 

(1) 

底面の円の半径を r cmおうぎ形の半径を x cm とすると 

円周はおうぎ形の弧の長さと等しいので 2πr＝2πx×
4

1
 x＝4r cm 

Oから ABに垂線 OHをひくと 

AO＝4r＋r＝5r cm 

OH＝4r－r＝3r cm 

AH＝15－r cm とおける。 

△AOHで三平方の定理より 

(15－r)2＋(3r)2＝(5r)2 

225－30r＋r2＋9r2＝25r2 

15r2＋30r－225＝0 

15(r＋5)(r－3)＝0 

r＞0 より 

r＝3cm 

よっておうぎ形の半径は 4×3＝12cm 

円すいの高さは 22 312 － ＝ 153 cm 

求める体積は
3

1
×π×32× 153 ＝ 159 π cm3 

(2) 

側面の展開図において 90°の頂角を 2等分する直線 ARをひく。 

AR上に AQ＝ 23 cm となる点 Q 

AB上に AP＝7cmの点 Pをとる。 

Qから ABに垂線 QKをひくと△AQKは直角二等辺三角形になるので 

AK＝QK＝
2

AQ
＝

2

23
＝3cm 

よって PK＝7－3＝4 cm 

△QPKにおいて 

三平方の定理より PQ＝ 22 43 ＋ ＝5cm 

 



【問 17】 

立体ABCDEは側面がすべて正三角形である正四角すいの容器である。図

Ⅰのように，この容器の底面 ABCD が水平になるようにして，頂点 E から水面

までの高さが 3 cmになるまで水を入れて，容器を密封した。 

次にこの容器を，図Ⅱのように底面 ABCD を下にして水平な台に置いたとこ

ろ，水面の面積は図Ⅰの水面の面積の
9

4
倍になった。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。ただし，容器の厚さは考えないものと

する。 

（愛知県 2009年度 Ｂ） 

(1) 図Ⅰの水面の面積は何 cm2か。 

(2) 正四角すい ABCDEの体積は何 cm3か。 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

解答欄 

 

(1) cm2 

(2) cm3 

 

 
 



解答 

(1) 18cm2 

(2) 
3

70
cm3 

解説 

(1) 

図Ⅰの水面と EA，EB，EC，ED との交点をそれぞれ F，G，H，I とし正方形 FGHIの対角線の交点を J とする。 

水面の正方形の１辺を x cm とすると 

GI＝ 2 x cm 

GJ＝
2

2
x cm 

EG＝x cm とおけるので 

△EGJにおいて 

三平方の定理より
2

2

2








x ＋32＝x2 x2＝18 cm2 

(2) 

水の入っている部分の体積は
3

1
×18×3＝18 cm3 

図Ⅱの水面の面積は 

図Ⅰの水面の面積の 倍より 

18×
9

4
＝8cm2 

よって図Ⅱの水面の正方形の１辺は 8 ＝ 22 cm 

対角線の長さは × 2 ＝4cm 

このとき水の入っていない部分の正四角すいの高さを h cm とすると 

h 2＋
2

2

4







 ＝( 22 )2 

h2＝4 

h＞0 より 

h＝2 

よって水の入っていない部分の体積は 

3

1
×8×2＝

3

16
cm3 

よって正四角すい ABCDEの体積は 

18＋
3

16
＝

3

70
cm3 

 

9

4

22



【問 18】 

図Ⅰのように，正四角錐の形をした透明な容器 Pがある。この容器 Pは，OA＝OB＝OC＝OD＝15cmで，正方

形 ABCDの部分の対角線 AC と BDの交点を H とするとき，OH＝12cmの容器である。 

このとき，次の問１・問２に答えよ。ただし，容器の厚さは考えないものとする。 

（京都府 2009年度） 

図Ⅰ 図Ⅱ 図Ⅲ 

  
 

問１ 線分 AH の長さを求めよ。また，図Ⅱのように，容器 P の正方形 ABCD の部分を水平にして，この容器に

水を入れ，満水にしたときの水の体積を求めよ。 

問２ 図Ⅱのように，容器 P を満水にしたときの水を，図Ⅲのように，1 辺が 12 cm の立方体の形をした透明な容

器 Q に残らず注いだ。このとき，容器 Q に入っている水の深さを求めよ。ただし，容器 Q は水平な台の上

に置いてあるものとする。 

解答欄 

 

問 1 

AH＝                cm 

水の体積              cm3 

問２ cm 

 

 
 



解答 

問 1 

AH＝9cm 

水の体積 648cm3 

問２ 
2

9
cm 

解説 

問１ 

△OAHにおいて 

三平方の定理より AH＝ 22 1215 － ＝9cm 

AB＝ AH2 ＝ 29 cm 

よって求める体積は
3

1
× ( )229 ×12＝648cm3 

問２ 

水の深さを x cm とすると 

122×x＝648 

x＝
2

9
cm 

 



【問 19】 

図Ⅰにおいて，立体 ABCD－EFGH は，1 辺の長さが 2cm の立方体である。

図Ⅱ，図Ⅲにおいて，立体 I－JKLMは正四角すいである。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，その形のままでよ

い。 

（大阪府 2009年度 前期） 

問１ 図Ⅰにおいて， 

(1) 次のア～カのうち，辺 AE と垂直な面はどれですか。すべて選び，記号

を書きなさい。 

ア 面 ABCD     イ 面 AEFB     ウ 面 AEHD 

エ 面 BFGC     オ 面 DHGC    カ 面 EFGH 

(2) 立方体 ABCD－EFGHの対角線 AGの長さを求めなさい。 

問２ 図Ⅱ，図Ⅲにおいて，N は底面 JKLM の対角線の交点であり，直線 IN

は底面 JKLM と垂直である。底面 JKLM は 1 辺の長さが a cm の正方

形であり，IN＝4 cmである。 

(1) 図Ⅱの正四角すい I－JKLMの体積が図Ⅰの立方体 ABCD－EFGH

の体積と等しいときの aの値を求めなさい。求め方も書くこと。 

(2) 図Ⅲにおいて，P は辺 IJ 上の点であり，IP：PJ＝3：2 である。Q は，P を通り辺 JK に平行な直線と辺

IK との交点である。R は，P を通り直線 IN に平行な直線と線分 JL との交点である。PQ＝PR となると

きの aの値を求めなさい。 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

図Ⅲ 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1)  

(2) cm 

問２ 

(1) 

求め方 

答 aの値 

(2)  

 

 
 



解答 

問１ 

(1) ア，カ 

(2) 32 cm 

問２ 

(1) 

求め方 

正四角すい I－JKLMの体積は 

3

1
×JK×KL×IN＝

3

4
a2 cm3 

立方体 ABCD－EFGHの体積は 

EF×FG×AE＝8cm3 

よって
3

4
a2＝8 

これを解くと a＞0 より 

a＝ 6  

答 6  

(2) 
3

8
 

解説 

問１ 

(2) 

三平方の定理を利用して AG＝ 222 222 ＋＋ ＝ 12 ＝ 32 cm 

問２ 

(1) 

正四角すい I－JKLMの体積は
3

1
×a2×4＝

3

4
a2 cm3  

立方体 ABCD－EFGHの体積は 

23＝8cm3 

3

4
a2＝8 

a2＝6 

a＞0 より 

a＝ 6  

(2) 

△IJKにおいて 

PQ∥JK より 

PQ：JK＝IP：IJ 

PQ：a＝3：5 

PQ＝
5

3
a 

△JINにおいて 

PR∥IN より 

PR：IN＝JP：JI 

PR：4＝2：5 

PR＝
5

8
 

PQ＝PR より 

5

3
a＝

5

8
 

a＝
3

8
 

 



【問 20】 

図Ⅰ～図Ⅲにおいて，立体 ABCD－EFGH は四角柱である。四角形

ABCD と四角形 EFGH は合同な台形であり，AB∥DC，∠ABC＝∠BCD＝

90°，AB＝5cm，BC＝4cm，CD＝3cm である。四角形 ADHE，DCGH，

ABFE，BCGFは長方形であり，AE＝2cmである。 

次の問いに答えなさい。答えが根号をふくむ形になる場合は，その形のまま

でよい。 

（大阪府 2009年度 後期） 

問１ 図Ⅰにおいて， 

(1) 次のア～オのうち，辺 BC と平行な辺，辺 BC とねじれの位置にある

辺はそれぞれどれですか。一つずつ選び，記号を書きなさい。 

ア 辺 AD 

イ 辺 BF 

ウ 辺 DC 

エ 辺 EH 

オ 辺 FG 

(2) A と G とを結んでできる線分 AGの長さを求めなさい。 

問２ 図Ⅱにおいて，Iは，Eを通り辺 FGに平行な直線と直線HG との交点

である。このとき，4 点 E，B，C，I は同じ平面上にあり，E と B，I と C

とをそれぞれ結んでできる四角形 EBCI は長方形である。Jは，辺 IC

と辺 DH との交点である。E と J とを結んでできる△EJIの面積を求め

なさい。求め方も書くこと。必要に応じて解答欄の図を用いてもよい。 

問３ 図Ⅲにおいて，四角柱 ABCD－EFGH は平面 EFCD によって二つの立体に分けられる。その二つの立

体のうち，点 Aをふくむ方の立体の体積を求めなさい。 

 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

図Ⅲ 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) 

平行な辺 

ねじれの位置にある辺 

(2) cm 

問２ 

求め方 

答         cm2 

 

問３ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 

(1) 

平行な辺 オ 

ねじれの位置にある辺 エ 

(2) 53 cm 

問２ 

求め方 

∠CGI＝90°だから IC2＝CG2＋IG2 

IC＝x cm とすると 

x2＝22＋52＝29 

これを解くと x＞0 より 

x＝ 29  

DH∥CGだから 

IJ：IC＝IH：IG＝2：5 

よって IJ＝
5

2
IC＝

5

292
cm 

したがって△EJIの面積は
2

1
×EI×IJ＝

5

294
cm2 

答 
5

294
cm2 

問３ 
3

52
cm3 

解説 

問１ 

(2) 

三平方の定理より AG＝ 222 245 ＋＋ ＝ 53 cm 

問３ 

点 Dから ABに垂線 DKをひき Kから EFに垂線 KLをひく。 

求める体積は 

四角すい D－AKLE と三角柱 KDL－BCF との和になる。 

AK＝5－3＝2cm 

KL＝AE＝2cm 

DK＝BC＝4cm より 

四角すい D－AKLE＝
3

1
×(2×2)×4＝

3

16
cm3 

三角柱 KDL－BCF＝ 







24

2

1
×× ×3＝12cm3 

よって求める体積は
3

16
＋12＝

3

52
cm3 

 



【問 21】 

ある円錐の側面の展開図は，半径 18cmのおうぎ形である。このおうぎ形の弧の長さが 12πcmのとき，次の(1)，

(2)に答えなさい。ただし，πは円周率を表している。 

（和歌山県 2009年度） 

(1) このおうぎ形の中心角の大きさを求めなさい。 

(2) この円錐の体積を求めなさい。 

解答欄 

 

(1) 度 

(2) cm3 

 

 

解答 

(1) 120度 

(2) 2144 πcm3 

解説 

(2) 

この円錐の底面の円の半径を r cm とすると 

底面の円周と側面のおうぎ形の弧の長さは等しいので 

2πr＝12π 

r＝6cm 

三平方の定理を利用して円錐の高さを求めると 

22 618 － ＝ 212 cm 

よって求める体積は
3

1
×π×62× 212 ＝ 2144 πcm3 

 



【問 22】 

図Ⅰのように 1辺の長さが 6cmの立方体の 3つの頂点D，E，Gを結んでで

きる△DEG がある。立方体の 2 つの頂点 B と H とを結ぶ対角線をひいたとこ

ろ，対角線 BH は，△DEG と垂直に交わった。対角線 BH と△DEG との交点

を P とするとき，次の各問いに答えなさい。 

（鳥取県 2009年度） 

問１ 線分 EGの長さを求めなさい。 

問２ △DEGの面積を求めなさい。 

問３ 線分 PHの長さを求めなさい。 

問４ この立方体を図Ⅱのように頂点 B，H を通る直線ℓ を軸として回転させ

る。このときにできる立体を，ℓ を含む平面で切るとき，切り口はどのよう

な図形になっていますか。次の(ア)～(エ)から正しいものを 1 つ選び記

号で答えなさい。 

 

 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

 



解答欄 

 

問１ EG＝            cm 

問２ cm2 

問３ PH＝            cm 

問４  

 

 

解答 

問１ 26 cm 

問２ 318 cm2 

問３ 32 cm 

問４ (イ) 

解説 

問２ 

△DEGは 1辺が 26 cmの正三角形だから 

EGの中点をM とすると 

EM：DE：DM＝1：2： 3  

DM＝
2

3
×DE＝

2

3
× 26 ＝ 63 cm 

△DEG＝
2

1
× 26 × 63 ＝ 318 cm2 

問３ 

点 Pは DM と BHの交点である。 

正方形の対角線はそれぞれの中点で交わるので EGの中点Mは FHの中点でもある。 

よって BD∥FHだから 

BP：PH＝BD：MH＝2：1 

BH＝ 222 666 ＋＋ ＝ 36 cm 

よって PH＝
3

1
BH＝ 32 cm 

 



【問 23】 

山口さんの学校の生徒会は，紙パックを集める活動に取り組んでいる。山口さんは，牛乳が入った紙パックの大き

さを測ってみたところ，図 1のように，点A，B，C，D，E，F，G，Hを頂点とする直方体の形をした部分は，FG＝GH

＝7cm，DH＝20cmであった。 

次の問１～問３に答えなさい。 

（山口県 2009年度） 

図 1 図 2 図 3 

 

 

 

問１ 図１の紙パックに入っている牛乳をコップに注ぎ，図 2 のように，液面が長方形 BCHE となった時点で注ぐ

のをやめた。このとき，紙パックの変形は考えないものとして，紙パックの中に残っている牛乳の体積を求め

なさい。 

問２ 図 3 は，空になった図 1 の紙パックを切り開いたものである。図 3 のア～エの示す点は，図 1 の 4 つの頂点

A，B，C，Dのいずれかである。点 Aをア～エの中から 1つ選び，記号で答えなさい。 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２  

 

 

解答 

問１ 490cm3 

問２ エ 

解説 

問１ 

求める体積は  

直方体 ABCD－EFGHの体積の半分だから 

2

1
×7×7×20＝490 cm3 

 



【問 24】 

図のように，O，A，B，C，D を頂点とし，正方形 ABCD を底面とする

正四角すいがあり，そのすべての辺の長さは 4 cmである。点 Pは Bを

出発して，底面の辺上を C，Dの順に A まで毎秒 lcmの速さで動く。 

このとき，次の問１～問３に答えなさい。 

（高知県 2009年度） 

問１ 辺 OA とねじれの位置にある辺はどれか。すべて書け。 

問２ 点 Pが Bを出発してから 5秒後のとき，3点 A，B，Pを頂点とする三角形の面積を求めよ。 

問３ 点 Pが Bを出発してから x秒後のとき，4点 O，A，B，Pを頂点とする三角すいの体積が 24 cm3となる。

このとき，xの値をすべて求めよ。 

 

 

解答欄 

 

問１  

問２ cm2 

問３ x＝ 

 

 
 



解答 

問１ 辺 BC，辺 CD 

問２ 8cm2 

問３ x＝3，9 

解説 

問２ 

5秒後に点 Pは CD上にあり CP＝5－4＝1cm 

△ABP＝
2

1
×4×4＝8cm2 

問３ 

Oから底面 ABCDに垂線 OHをひくと Hは正方形 ABCDの対角線の交点と一致する。 

AC＝ 2 AB＝ 24 cm 

AH＝
2

24
＝ 22 cm 

OH＝ ( )22 224 － ＝ 22 cm 

0≦x≦4のとき 

三角すい O－ABPの体積は 

3

1
×△PAB×OH＝

3

1
× 








x××4

2

1
× 22 ＝ x

3

24
cm3 

よって x
3

24
＝ 24  

x＝3秒後 

4≦x≦8のとき 

三角すい O－ABPの体積は 

3

1
×△PAB×OH＝

3

1
× 








44

2

1
×× × 22 ＝

3

28
cm3 

よって体積が 24 cm3になる xは存在しない。 

8≦x≦12のとき 

三角すい O－ABPの体積は 

3

1
×△PAB×OH＝

3

1
× ( )









x－×× 124
2

1
× 22 ＝

( )

3

1224 x－
cm3 

( )

3

1224 x－
＝ 24  

12－x＝3 

x＝9秒後 

よって x＝3，9 

 



【問 25】 

図は，底面 ABC が AB＝AC＝6cm の直角二等辺三角形で，側面がすべて長方形

の三角柱 ABC ，DEFを表しており，AD＝12cmである。 

次の問１～問３の     の中にあてはまる最も簡単な数を記入せよ。ただし，根号を

使う場合は の中を最も小さい整数にすること。 

（福岡県 2009年度） 

問１ 図に示す立体で辺 AD とねじれの位置にある辺は全部で      本  ある。 

問２ 図に示す立体において△FABの面積は       cm2  である。 

問３ 図に示す立体において，辺ADの中点をMとする。△FCBを底面とし，点Mを頂点とする三角すいMFCB

の体積は     cm3  である。 

 

 

解答欄 

 

問１  

問２  

問３  

 

 

解答 

問１ 2 

問２ 518  

問３ 72 

解説 

問３ 

Mから CFに垂線MHをひく。 

MH＝AC＝6cm 

よって三角すいMFCBの体積は
3

1
×△MCF×AB＝

3

1
×
2

1
×12×6×6＝72cm3 

 



【問 26】 

1辺の長さが 1cmの立方体のブロックを使って，いろいろな立体をつくるとき，次の問１，問２に答えなさい。 

（佐賀県 2009年度 前期） 

図 1 

 

問１ 図 1のように，1回目，2回目，3回目，… と操作を続け，1段ずつ増やしていき立体をつくる。 

A さんは図 1を見て，次のことに気づいた。 

3回目の操作でできた立体は 1段目には 1個，2段目には 5個，3段目には  ①  個のブロ

ックがある。このことから，1段増えるごとに前の段よりも  ②  個のブロックが多く必要である。 

このとき，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 上の①，②にあてはまる数を求めなさい。 

(2) 4回目の操作をしたとき，4段目には  ③  個のブロックがある。したがって，4回目の操作でできあがった

立体は，全部で  ④  個のブロックからできており，表面積は  ⑤  cm2 である。さらに，この操作を何

回か行ったとき，  ⑥  段目には 33個のブロックがある。③，④，⑤，⑥にあてはまる数を求めなさい。 

問２ 20個のブロックをすべて使って 1つの直方体をつくるとき，何種類かの直方体

ができる。このとき，次の(1)，(2)に答えなさい。 

(1) 図 2のような直方体ができたとき，次の①，②に答えなさい。 

① 図 2の直方体の高さは何 cmか求めなさい。 

② 図 2の直方体の表面積は何 cm2か求めなさい。 

(2) このときできる直方体は図 2以外にもある。それぞれの直方体の表面積で，最

も大きい表面積は何 cm2か，また，最も小さい表面積は何 cm2か，求めなさ

い。 

図 2 

 

 



解答欄 

 

問１ 

(1) 

①  

②  

(2) 

③  

④  

⑤  

⑥  

問２ 

(1) 

① cm 

② cm2 

(2) 

最も大きい表面積             cm2 

最も小さい表面積             cm2 

 

 

 



解答 

問１ 

(1) 

① 9 

② 4 

(2) 

③ 13 

④ 28 

⑤ 90 

⑥ 9 

問２ 

(1) 

① 10cm 

② 64cm2 

(2) 

最も大きい表面積 82cm2 

最も小さい表面積 48cm2 

解説 

問１ 

(1) 

4回目の操作をしたとき 4段目には，1＋4＋4＋4＝13個のブロックがある。 

したがって 4回目の操作でできあがった立体は 

全部で 1＋5＋9＋13＝28個 のブロックからできており 

表面積は 1×5＋4×4＋6×4＋8×4＋13＝90cm2 である。 

さらにこの操作を何回か行ったとき n回行ったとすると 

n段目のブロックの数は 1＋4×(n－1)＝4n－3個と表せる。 

4n－3＝33 

n＝9 

よって 9段目には 33個のブロックがある。 

問２ 

(1) 

① 

20個のブロックでできた直方体の体積は 20cm3だから 1×2×高さ＝20  高さ＝10cm 

② 

表面積は 2×(1×2＋1×10＋2×10)＝64cm2 

(2) 

20＝1×1×20，1×2×10，1×4×5，2×2×5 より 

表面積はそれぞれ 

2×(1×1＋1×20＋1×20)＝82cm2 

64 cm2 

2×(1×4＋4×5＋1×5)＝58cm2 

2×(2×2＋2×5＋5×2)＝48cm2 

よって最も大きい表面積は 82cm2 

最も小さい表面積は 48cm2 

 



【問 27】 

図 1 のように，AB＝10cm，AC＝8cm，∠C＝90°の直角三角形

ABC がある。この直角三角形 ABC を，図 2のように，直線 AB を軸と

して 30°だけ回転させたとき頂点 C が移動した点を D とし，三角すい

ABCDをつくる。また，辺 AB上に，CH⊥AB となるように点Hをとる。 

このとき，次の問１～問５に答えなさい。 

（佐賀県 2009年度 後期） 

問１ BCの長さを求めなさい。 

問２ CHの長さを求めなさい。 

問３ △CDHの面積を求めなさい。 

問４ 三角すい ABCDの体積を求めなさい。 

問５ 直角三角形 ABC を，直線 AB を軸として 60°だけ回転させたとき，頂点 C が移動した点を E とし，三角す

い ABCEをつくる。このとき，三角すい ABCEの体積は，三角すい ABCDの体積の何倍か。 

 

図 1 

 

図 2 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

問３ cm2 

問４ cm3 

問５ 倍 

 

 

 



解答 

問１ 6cm 

問２ 
5

24
cm 

問３ 
25

144
cm2 

問４ 
5

96
cm3 

問５ 3 倍 

解説 

問３ 

DからCHに垂線DKをひく。 

DH＝CH＝
5

24
cm 

∠DHK＝30°より 

DK＝
2

DH
＝
5

12
cm 

△CDH＝
2

1
×CH×DK＝

2

1
×

5

24
×

5

12
＝

25

144
cm2 

問４ 

三角すい ABCDの体積は 

3

1
×△ABC×DK＝

3

1
×
2

1
×10×

5

24
×

5

12
＝

5

96
cm3 

問５ 

EからHCに垂線 EJをひく。 

EJ＝
2

3
EH＝

2

3
×

5

24
＝

5

312
cm 

三角すい ABCE と三角すい ABCDは底面が△ABCで共通なので 

その体積比は高さの比と等しくなる。 

よって三角すい ABCE：三角すい ABCD＝EJ：DK＝
5

312
：
5

12
＝ 3 ：1 

よって三角すい ABCEの体積は三角すい ABCDの体積の 3 倍 

 



【問 28】 

図のように，AD＝2cm，CD＝3cm，AG＝7cmの直方体がある。 

このとき，次の(1)，(2)に答えなさい。 

（佐賀県 2009年度 後期） 

(1) ACの長さを求めなさい。 

(2) △AEGの面積を求めなさい。 

 

 

解答欄 

 

(1) cm 

(2) cm2 

 

 

解答 

(1) 13 cm 

(2) 133 cm2 

 



【問 29】 

図 1～図 3のように，8つの点 A，B，C，D，E，F，G，Hを頂点とする直方

体 ABCDEFGH があり，AB＝AD＝9cm，AE＝8cm である。また，点 P は

辺 AB上にあり，AP＝6cmである。このとき，次の問いに答えなさい。 

（長崎県 2009年度） 

問１ 図 1 の直方体 ABCDEFGH において，辺 AB とねじれの位置にあ

る辺は，全部で何本あるか。 

問２ 図 2 において，4 つの点 P，E，F，G を頂点とする三角すい PEFG

の体積は何 cm3か。 

問３ 図 2において，線分 EPの長さは何 cmか。 

問４ 図 3のように，線分 EP の延長と辺 FB の延長との交点を Q とすると

き，線分 BQの長さは何 cmか。 

問５ 図 3において，台形 PEFBを，辺 BFを軸として 1回転させてできる

立体の体積は何 cm3か。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

解答欄 

 

問１ 本 

問２ cm3 

問３ cm 

問４ cm 

問５ cm3 

 

 

 



解答 

問１ 4本 

問２ 108cm3 

問３ 10cm 

問４ 4cm 

問５ 312πcm3 

解説 

問５ 

求める立体は 

△QFEを回転させた円すいから△QBPを回転させた円すいを除いたものだから 

その体積は
3

1
×π×92×(8＋4)－

3

1
×π×32×4＝324π－12π＝312π cm3 

 



【問 30】 

図 1～図 3のように，8つの点A，B，C，D，E，F，G，Hを頂点とする直方体

ABCDEFGHがあり，AB＝AD＝9cm，AE＝8cmである。また，点 Pは辺 AB

上にあり，AP＝6cmである。このとき，次の問いに答えなさい。 

（長崎県 2009年度） 

問１ 図 1 の直方体 ABCDEFGH において，辺 AB とねじれの位置にある

辺は，全部で何本あるか。 

問２ 図 2 において，4 つの点 P，E，F，G を頂点とする三角すい PEFG の

体積は何 cm3か。 

問３ 図 2において，線分 EPの長さは何 cmか。 

問４ 図 3のように，線分EPの延長と辺 FBの延長との交点をQとするとき，

線分 PQの長さは何 cmか。 

問５ 図 3において，台形 PEFBを，辺 BFを軸として 1回転させてできる立

体の表面積は何 cm2か。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

解答欄 

 

問１ 本 

問２ cm3 

問３ cm 

問４ cm 

問５ cm2 

 

 
 



解答 

問１ 4本 

問２ 108cm3 

問３ 10cm 

問４ 5cm 

問５ 210π cm2 

解説 

問５ 

表面積は
2

1
×(5＋10)×(2π×9)－

2

1
×5×2π(9－6)＋π×92＋π×(9－6)2＝210π cm2 

 



【問 31】 

図のように，8 点 A，B，C，D，E，F，G，H を頂点とする立方体があ

る。立方体の 1辺の長さは 4cmで，辺 ABの中点を P，辺 BCの中点を

Q とする。 

次の問１～問３に答えなさい。 

（大分県 2009年度） 

問１ 線分 AGの長さを求めなさい。 

問２ 三角すい PBFQの体積を求めなさい。 

問３ 6点 A，P，Q，C，E，Gを頂点とする立体の体積を求めなさい。 

 

 

 

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm3 

問３ cm3 

 

 
 



解答 

問１ 34 cm 

問２ 
3

8
cm3 

問３ 
3

40
cm3 

解説 

問２ 

三角すい PBFQの体積は 

3

1
×△BPQ×BF＝

3

1
×
2

1
×2×2×4＝

3

8
cm3 

問３ 

FBの延長線と GQの延長線の交点を R とする。 

△RFGにおいて 

BQ∥FG，BQ：FG＝1：2 より 

RB：RF＝RQ：RG＝1：2 

RB：(RB＋4)＝1：2 

2RB＝RB＋4 

RB＝4 cm 

RF＝4＋4＝8cm 

同様に EPの延長線と ERの延長線の交点も R と一致する。 

よって求める体積は 

三角柱 ABC－EFG＋三角すい R－BPQ－三角すい R－EGF 

＝
2

1
×4×4×4＋

3

1
×
2

1
×2×2×4－

3

1
×
2

1
×4×4×8 

＝32＋
3

8
－

3

64
 

＝
3

40
cm3 

 



【問 32】 

図 1 のような，正四角柱がある。この正四角柱の側面の展開図は，図 2

のような縦 8cm，横 16cmの長方形であった。 

このとき，次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2009年度） 

問１ 図 1の正四角柱の体積を求めなさい。 

問２ 次に，図 2 の長方形を図 3 のように 2 つの長方形 A，B に分け，

長方形 Aの横を x cm (0＜x＜8) とする。図 4は，Aが側面の展

開図となる正四角柱であり，高さは x cmである。また，図 5は，B

が側面の展開図となる正四角柱であり，高さは 8 cmである。図 4

の正四角柱の体積を V cm3，図 5の正四角柱の体積をV cm3と

する。 

(1) V ： V  ＝2：9 となるときの，xの値の求め方について， 

次の   ア   ，  イ   には式を， ウ  ， エ  には数を入れ

て，文を完成しなさい。 

まず，V を x の式で表すと V＝   ア   という一次式で表さ

れVを xの式で表すとV＝  イ   という二次式で表される。 

次に，V：V＝2：9 という条件を利用して，x についての方程

式をつくると，x2－  ウ  x＋  エ  ＝0 という二次方程式が得

られ，この二次方程式を解くことによって xの値が求められる。 

(2) V：V＝2：9 となるとき図 4 と図 5の 2つの正四角柱の体積の和を求めなさい。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

図 4 図 5 

 

 



解答欄 

 

問１ cm3 

問２ 

(1) 

ア  

イ  

ウ  

エ  

(2) cm3 

 

 

解答 

問１ 128cm3 

問２ 

(1) 

ア 4x 

イ 
2

1
x2－16x＋128 

ウ 68 

エ 256  

(2) 88cm3 

解説 

問２ 

(2) 

x2－68x＋256＝0 

(x－4)(x－64)＝0 

0＜x＜16だから 

x＝4 

よって V＋V＝4×4＋
2

4

416







 －
×8＝16＋72＝88cm3 

 



【問 33】 

図 1 は，頂点を A とし，底面の直径 BC が 4cm，母

線 AB が 8cm の円すいであり，母線 AB，AC の中点

をそれぞれM，N とする。また，線分MN を直径とする

円 O は底面に平行であり，円 O の円周は円すいの側

面上にある。この円すいに点 B から側面を一回りして，

点Mまで糸を巻きつける。 

このとき，次の各問いに答えなさい。ただし，根号が

つくときは，根号のついたままで答えること。また，糸の

伸び縮みおよび太さは考えないものとする。 

（熊本県 2009年度） 

問１ 円すいの高さを求めなさい。 

問２ 図 2は，点 Bから点M までの糸の長さが，最も短くなるように巻きつけたものである。このとき，糸は円 Oの

周上の点 Pを通った。点 Pから点Mまでの糸の長さを求めなさい。 

  

図 1 図 2 

  

解答欄 

 

問１ cm 

問２ cm 

 

 
 



解答 

問１ 152 cm 

問２ 
5

58
cm 

解説 

問２ 

円すいの側面を展開しておうぎ形 ABBとし ABの中点をMとする。 

おうぎ形の中心角を x°とすると 

4π＝2π×8×
360

x
 

x＝90° 

糸が最短のとき糸を表す線分は BMで Pは弧MMと線分 BMの交点となる。 

△ABMにおいて 

三平方の定理より BM＝ 22 84 ＋ ＝ 54 cm 

AP＝AMより∠PAMの二等分線と PMの交点を H とするとMH＝PH 

△AMH と△BMAは 

2組の角がそれぞれ等しいので相似になるから 

AM ：MH＝BM ：AM  

4：MH＝ 54 ：4 

MH＝
5

54
cm 

よって PM＝2MH＝
5

58
cm 

 



【問 34】 

図Ⅰのような，6点A，B，C，D，E，Fを頂点とする三角柱の形

をした屋根がある。この屋根の 4点 B，C，E，Fに，それぞれ同じ

長さの支柱を取り付け，その支柱を平らな地面に垂直に立て，テ

ントをつくる。AB＝AC，BC＝2m，CF＝3m，∠ABC＝30°のと

き，次の問１～問４に答えなさい。ただし，円周率はπとし，屋根

の面の厚さや支柱の太さは考えないものとする。 

（宮崎県 2009年度） 

問１．図Ⅰにおいて，辺 ABの長さを求めなさい。 

問２．図Ⅱは，図Ⅰにおいて，辺BEを地面に固定したまま，辺

CF を持ち上げ，2 点 C，F にそれぞれ支柱CG とF H

を取り付け，その支柱を地面に垂直に立てたものである。

このとき，∠CBGの大きさは 45°であった。点Cが点C

まで動いたとき，点 Cが動いてできる線の長さを求めなさ

い。 

問３．図Ⅲは，図Ⅱにおいて，支柱CG とF H を地面に垂直

に固定したまま，辺 BE を持ち上げ，2点 B，Eにそれぞ

れ支柱B I とE J を取り付け，その支柱を地面に垂直に

立てたものである。点Bが点Bまで動いたとき，線分AD

が動いてできる面の面積を求めなさい。 

問４．図Ⅳは，図Ⅱと図Ⅲの動きのようすを合わせて示したものである。図Ⅱのように，点 C が点Cまで動き，次

に，図Ⅲのように，点 B が点Bまで動いたとき，長方形の面 ABEDが動いてできる立体の体積を求めなさ

い。 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

図Ⅲ 

 

図Ⅳ 

 

 



解答欄 

 

問１ m 

問２ m 

問３ m2 

問４ m3 

 

 

解答 

問１ 
3

32
m 

問２ π
2

1
m 

問３ π
2

3
m2 

問４ π
2

3
m3 

解説 

問３ 

点 BがBまで動いたとき点 Aは点 Cを中心に 45°回転する。 

よって ADが動いてできる面の面積は 2π×AC×
360

45
×AD＝2π×

3

32
×
360

45
×3＝ π

2

3
m2 

問４ 

図Ⅱの動きのときに点 Aは点 Bを中心として 45°回転する。 

このとき面 ABEDが動いてできる立体の体積は 

π×(AB)2×
360

45
×AD＝π×

2

3

32








×
360

45
×3＝

2

π
m3…① 

図Ⅲの動きのとき点 A，点 Bはともに点 Cを中心として 45°回転する。 

このとき面 ABEDが動いてできる立体は ABが動いてできる面を底面とし高さを AD とする柱になる。 

ABが動いてできる面の面積は 

おうぎ形 CBB＋△ABC－おうぎ形 AAC－△ABC 

＝おうぎ形 CBB－おうぎ形 AAC  

＝π×22×
360

45
－π×

2

3

32








×
360

45
 

＝
3

π
m2 

よって面 ABEDが動いてできる立体の体積は 

3

π
×3＝πm3…②  

①，②より求める体積は
2

π
＋π＝ π

2

3
m3 

 



【問 35】 

図 1 は，1 辺の長さが 6cm の立方体の容器 ABCD－EFGH に水をいっぱい

に入れたものであり，点 Pは辺 AEの中点，点 Qは辺 DHの中点である。図 2の

ように，図 1 の容器を静かに傾けて，水面が四角形 PBCQ になるまで水をこぼし

た。また，図 3は図 1の容器の展開図であり，図中の ・ は各辺の中点である。 

このとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。ただし，容器の厚さは考えないものとす

る。 

（鹿児島県 2009年度） 

(1) 容器に残った水の体積は何 cm3か。 

(2) 四角形 PBCQの 4辺のうち，辺 BC以外の 3辺を図 3に実線で示せ。た

だし，各点の記号 P，B，C，Qは書かなくてもよい。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

解答欄 

 

(1) cm3 

(2) 

 

 

 

 



解答 

(1) 162cm3 

(2) 

 

解説 

(1) 

求める体積は 

立方体 ABCD－EFGHの体積から三角柱 ABP－DCQの体積をひいたものだから 

63－
2

1
×6×3×6＝216－54＝162cm3 

 



【問 36】 

図 1 は，底面が 1 辺 2cm の正方形で，高さが 4cm の正四角柱である。このとき，次

の問いに答えなさい。 

（沖縄県 2009年度） 

問１．図 1の正四角柱の体積を求めなさい。 

問２ 図 2 は正四角柱で，図 1 の正四角柱と比較すると体積は等しく，高さは半分で

ある。この正四角柱の底面の 1辺の長さを求めなさい。 

問３ 図 3は，図 1において対角線 AC と対角線 BDの交点を I，対角線 EG と対角

線 FH の交点を J，底面 EFGH の辺上の点を P とし，I，A，P，J の順に糸を

かけたものである。このとき，糸は正四角柱の表面に沿って長さがもっとも短くな

るようにかけるものとする。 

(1) 点 Pが頂点 Eの位置にあるとき，糸の長さを求めなさい。 

(2) 点 Pが頂点 Gの位置にあるとき，糸の長さを求めなさい。 

 

図 1 

 

図 2 

 

図 3 

 

解答欄 

 

問１ cm3 

問２ cm 

問３ 

(1) cm 

(2) cm 

 

 
 



解答 

問１ 16cm3 

問２ 22 cm 

問３ 

(1) 4＋ 22 cm 

(2) 26 cm 

解説 

問２ 

正四角柱の底面の 1辺の長さを x cm とすると高さは
2

4
＝2cm 

体積は 16cm3より 

x2×2＝16 

x2＝8 

x＞0 より 

x＝ 22 cm 

問３ 

(1) 

点 Pが Eの位置にあるとき糸の長さは IA＋AE＋EJ 

底面は 1辺の長さが 2cmの正方形で I，Jは対角線の交点だから 

IA＝EJ＝
2

22
＝ 2 cm 

AE＝4cm 

よって求める長さは 2 ＋4＋ 2 ＝4＋ 22 cm 

(2) 

Pが頂点 Gの位置にあるとき 

Aから G までの最短の糸の長さは縦が 4cm横が 2＋2＝4cmの正方形の対角線の長さになるから 24 cm 

求める糸の長さは 

IA＋Aから G までの糸の長さ＋GJ＝ 2 ＋ 24 ＋ 2 ＝ 26 cm 

 
 


